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調 査 研 究 の 目 的 

令和元年の国内のアニサキスによる食中毒事件数 1) は全体の 31%を
占め、近年増加傾向にある。アニサキスがヒトの体内に侵入して生じる「ア
ニサキス症」以外に、抗原としてアレルギー反応の原因になることも知ら
れており、実際にアナフィラキシー発生事例が報告されている。そのた
め、水産食品中のアニサキスによる汚染状況を把握することは食品衛生
の観点から重要であると考えられるが、報告が少ないのが現状である。 
そこで、本研究では、リアルタイム PCR を用いて水産食品中のアニサ

キス遺伝子検出法を検討し、本県に流通する水産食品のアニサキスによ
る汚染状況を明らかにする。さらには、LC-MS/MS を用いたアニサキス
抗原検出法を開発し、アニサキスアレルギーのリスクを調査する。 

調査研究の進捗状況 
 

これまでの成果や問題点等を 

含む。  

 令和３年度は、①アニサキス虫体の採取及び保存②アニサキスア
レルギーを引き起こすことが知られている Anisakis simplex のコ
ントロール DNA の探索③リアルタイム PCR による Anisakis 
simplex DNA の検出を行った。 
①アニサキス虫体の採取及び保存 

サバ 21 尾、アジ８尾、イワシ５尾を購入し、アニサキス虫体
の採取を試みた。サバから 315 匹、アジから 64 匹、イワシから
19 匹のアニサキス虫体を採取し、冷凍保存した。 

②Anisakis simplex コントロール DNA の探索 
冷凍保存しているアニサキス虫体から DNA を抽出し、

Anisakis simplex に特異的なプライマーを用いて PCR を行った
ところ、アガロースゲル電気泳動において特異的なバンドが確認
された。DNA 濃度を測定したところ、0.1～0.3 mg/mL であっ
た。以後、これを Anisakis simplex コントロール DNA とする
こととした。 

③リアルタイム PCR による Anisakis simplex DNA の検出 
サバにアニサキス虫体を添加した試料から DNA を抽出し、リ

アルタイム PCR にて Anisakis simplex DNA を検出した。 
今後は、水産食品からの DNA 抽出に必要な試料量が微量であり

試料の均一化が必要であることから、水産食品の粉末化を検討した
後、リアルタイム PCR による水産食品中のアニサキス遺伝子の検
出を行う。また、LC-MS/MS を用いてアニサキス抗原検出に最適
なペプチドの選定等、測定条件を検討する。 
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